
    小学校外国語「CAN-DOリスト」形式による学習到達目標の設定について 

 
「英語を用いて何ができるようになるか」という観点から、能力や技能を「～することができる」という表記でリスト化したも

のです。各学校において、小学校卒業時及び各学年における学習到達目標を定め、それに基づいた指導を行うことにより、次のよ
うな効果が期待できます。 
○児童にどのような英語力が身に付くか、英語を使って何ができるようになるのかを明らかにすること 
ができます。 

○授業のねらいが明確になり、児童への適切な指導を行うことができます。 
○「知識及び技能」の習得にとどまらない、総合的な資質・能力の習得を重視する指導につながります。 
○教師間で指導に当たっての共通理解を図り、均質的な指導を行うことができます。 

「CAN-DO リスト」形式による学習到達目標設定フローチャート 

① 卒業時の学習到達目標設定【資料①】 
児童の学習状況や地域の実態等を踏まえ、卒業時の学習到達目標を、「（英語を用いて）～することができる」という形で 

設定。学習指導要領の５つの領域別の目標を踏まえ、各学校の児童の状況に応じて設定する。 

②学年ごとの学習到達目標設定【資料①】 
卒業時の学習到達目標を達成するための学年ごとの目的

を「～することができる」の形で設定する。 

 

③単元の指導計画への反映【資料②】 
学年ごとの学習到達目標を年間指導計画等に位置付け

る。 

④各単元の指導及び評価計画への反映【学習構想案】 
各学校で実際に行われる学習活動を基に、各単元の目標

及び評価規準を設定。 目標達成の状況を把握するため

の具体的な評価（基準）を計画する。 

 

⑤授業と評価 
単元の目標や評価規準を意識して授業を実施する。 

評価の計画に従い、児童の学習状況を的確に評価する。 

⑥達成状況の把握【資料③】 
各単元の学習到達目標や学年ごとの学習到達目標の達成

状況を把握し、指導や評価の改善に生かす。 

 

⑦学習到達目標の見直し 
設定した卒業時及び学年ごとの学習到達目標が適切であ

ったかを検討し、必要に応じて見直す。 

 

「CAN-DO リスト」形式による学習到達目標とは？ 

平成２９年告示の小学校学習指導要領では、外国語（活動）において領域別の目標が新たに明示され、「学年ごとの目標を適切に定
め、２学年間を通じて外国語科（外国語活動）の目標の実現を図るようにすること」が示されました。また、「指導と評価の一体化」を
図る授業を実現するためには、指導者が、日々の授業において、常に目標を意識ながら児童の学習改善につながる指導を行うことが重
要であり、その第一歩は「学習到達目標」を明確に設定するということです。 
 県内の全ての小学校において学習指導要領の目標達成に向けた外国語の授業を実現するため、今回、熊本県版「CAN-DOリスト」形
式による学習到達目標（例）を作成しました。ぜひ、自校化を図り、効果的な活用をお願いします。 

同じ目標に向かって 

 
☞「CAN-DO リスト」形式による学習到達目標を児童と共有する 
自校の「CAN-DOリスト」形式による学習到達目標や年間指導計画を、年度当初に児童に配付し、単元導入時 

に学習到達目標を確認したり、学習状況を振り返ったりする際に活用しましょう。 

目標の達成状況を見える化することで、児童自身が英語の能力を客観的に捉えることができ、外国語学習への 

意欲や自信を高めることにつながります。 

☞達成状況の把握と設定した学習到達目標の見直しを 
 各単元や学年ごとの学習到達目標について、英語担当教員は児童の達成状況の把握を確実に行い、必要に応じ 

て指導改善につなげましょう。また、学年末には指導者全員で、学習到達目標が適切なものであったかを検討し、 

設定した目標の内容や難易度を見直しましょう。この PDCA サイクルを確立することが、指導と評価の一体化を 

図る授業の実現につながります。 

☞小学校の学びを中学校につなぐために 

小学校における子供たちの学びを中学校に円滑につなぐためには、小学校での学習内容等を中学校に具体的に伝 

えることが大切です。自校の「CAN－DO リスト」形式による学習到達目標や年間指導計画を児童が進学する中学 

校の英語担当教員と共有してください。また、情報交換や交流授業を実施する際は、これらの資料を活用して授業 

づくりを行うことで、効果的な取組につながります。 

 

「指導と評価の一体化」の実現に向けて効果的に活用する 



 

各学校において児童の学習状況や地域の実態等を踏まえ、「CAN-DOリスト」形式による学習到達目標を適切に設定
します。県版資料を参考に、自校の学習到達目標を明確に設定し、目標達成に向けた授業実践をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【資料①】熊本県版「CAN-DO リスト」形式による学習到達目標（例） 

自校の「CAN-DO リスト」形式による学習到達目標の作成・活用に向けて 

「卒業時の学習到達目標」を設定する 

児童の学習状況や地域の実態等を踏まえ、卒業時の学習到達目
標を設定しましょう。卒業までに児童が身に付ける能力の全体像
をイメージすることが大切です。 
熊本県版【資料①】では、学習指導要領の「５つの領域別目

標」を踏まえて設定しています。 

 

「学年ごとの学習到達目標」を設定する 
卒業時の学習到達目標を達成するために、5 年時または 6年時

にできるようになることを、児童の発達段階を踏まえて設定しま
しょう。 
熊本県版では、特に「読むこと」「書くこと」については初め

て学習することを踏まえ、学年の進行に応じた学習となることに
留意して段階的な目標を設定しています。 

「単元の（年間）指導計画」を作成する 
学年ごとの学習到達目標を年間指導計画等に位置付けます。 

熊本県版【資料②】では、各単元における目標、主な言語活動及び、５つの領域別の学習到達目標を 1 枚にまとめた年間

指導計画を，以下の点に留意して作成しています。 
 

【資料②】 第６学年「CAN-DO リスト」形式による年間指導計画（例） 

活字体（アルファベット）については、単元の中
には含めず、別枠で目標等を設定しています 

領域別の学習到達目標の設定について、次の点に留意して設
定しています 
①各単元の目標を踏まえて、焦点化すること 
②１年間を通して、５領域全ての学習到達目標を網羅すること 
③前期（4～9月）後期（10月～3月）で、各領域複数回の学
習到達目標を位置付けること（ただし、5年前半は「読むこ
と」「書くこと」は位置付けない） 

資料の形式や例示している表記、内容等につい
てはこの限りではありません。これらの資料は、児
童の実態等に応じて適切な学習到達目標を各学
校で設定する際の参考にしてください。目標を明確
にすることが、指導者の授業改善につながります。 

 

各単元の「目標」及び「言語活動」は、コミュニ
ケーションの目的や場面、状況等（「～するため
に」）を明確にした事例を具体的に示しています 

各単元の言語材料や学習内容等に
ついて、中学校の使用教科書との関
連を示しています。（中学校で使用す
る教科書を確認して作成ください） 

児童と共有し、学習到達目標の達成状況を記
入する（◎、○など）ための欄を設けています。 


